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団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 組織づくり事業 決算額

視点

事業名 自主防災組織モデル事業 決算額

視点

事業名 ふるさとまつり参加促進事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

△

○

△

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

白石地区地域づくり協議会

みんなでつくる住みよいまち・白石

①

　役員、理事、構成員、地区住民での意見交換を行い、地域づくりに対して共通の
目標を持つことを目指す。

53,160円

②

　地区住民に対して、自主防災に対する意識づけを継続的に行うことで、自主防災
組織づくりへの基礎体制をつくることへ繋げる。

29,000円

③祇園まつりの起源（歴史的背景等）について講師を招いて勉強会を開催した。
　また、御神輿の担ぎ手の募集を行い、参加者を対象にサラシの巻き方教室を開催し
た。
　今後については、ふるさとまつり参加促進実行委員会において子ども神輿の参加等、
家族ぐるみ、地域ぐるみで楽しめる企画を検討する。

　交付金の活用によって、地域課題が着々寸進ではあるが解決に向かいつつある。
　今後については地域住民が自ら、新たな地域課題を掘り起し（P）、地域住民が主体となって行動し
（D)、解決（S)する仕組みを構築するために、各部会の適宜開催等、地区住民同士が自由に話し合える
場づくりに重点的に取り組む。

３，６０１，７６１円

③

　歴史的背景を知ることで、地区のまつりであるという誇り、愛着を持っていただき、
参加者を増やすことを目指す。

16,089円

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①各部会における従前の所掌事業の見直しを行、部会員については会員団体から推薦
を得て選定した。
　今般、部会の再編成により、各会員団体間において目標等が共有できる部会運営態
勢が整った。
②荒高町内会が山口市から自主防災組織に認定された。
　今後はこれをモデルとして、他の町内会への波及効果が期待できる。
　現在、東白石町内会が自主防災組織の立ち上げに着手している。



事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（成果）

（評価）
　設問内容や対象範囲等について協議したが、意見集約・調整に時間を要したことから、
実施に至らなかった。
（今後に向けて）　平成２６年度、地域づくり計画策定のためのアンケートを実施予定。

（今後に向けて）
　毎月１回の広報誌の配布、ウェブサイトの適宜更新を行うなど情報発信を強化する。

住民アンケート実施事業

０円

（実施内容）　

（実施時期）

（参加人数）

JR周年記念イベント協力事業

５８５，４０７円

（実施内容）
　SLの乗客や山口駅の利用者を対象に、地域住民が協力して心を込めた「おもてなし」イ
ベントを実施。
（実施時期）　平成２５年４月、１１月、１２月

（今後に向けて）　ムダ・ムリ・ムラを無くし、効率の上がる適切かつ円滑な事務運営に努める

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　事務職員：１名

（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費

（成果・評価）　事務局長不在期間があり、事務運営に支障が生じた。

（評価）　地域住民に地域づくり協議会の事業内容が周知されて来た。

（実施時期）　平成２５年１２月

（参加人数）　５０人　

（成果）　４部会（総務部会、地域振興部会、地域福祉部会、社会体育部会）を立ち上げた。

（評価）　各会員団体間において目標等が共有できる部会運営態勢が整った。

組織づくり事業

５３，１６０円

（実施内容）　各部会の所掌事業を見直し、部会の再編成を行った。

１，０１３，０２５円

（実施内容）　広報誌配布、公式ウェブサイト運営、ロゴマーク商標登録。

（実施時期）　平成２５年６月～１２月、平成２６年１月～３月

（参加人数）　２人　

（成果）　広報誌配布９回、ウェブサイト更新４回、ロゴマークの商標登録を行った。

（今後に向けて）
　原則、毎月１回各部会会議を開催し、情報等を共有することにより、緊密な連携関係を
構築する。

広報事業



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　参加呼び掛け等、事前の広報活動に努め、参加者を増やす。

（参加人数）　－　　

（成果）　雨天のため中止　　

（評価）
　地区住民の親睦及び体力づくりを目的に子どもからお年寄りまで、多くの地区住民に参
加いただくため、新競技「防災リレー」を計画するなど、大会準備を通じて、地域のコミュニ
ケーションを図ることができた。

（今後に向けて）
　平成２６年度は第５０回記念大会となるため、競技種目について趣向を凝らし、地区住
民がより参加しやすく、楽しめる大会となるように工夫する。

１２０，０００円

（実施内容）　①荒高もりさま祭り②福部童子祭③西惣小さな夏まつり④サマーフェステバル

（実施時期）　平成２５年８月、９月

（参加人数）　９００人

（成果）　地域住民同士のコミュニケーションの場づくりができた。

（評価）　地域の子どもからお年寄りまで多数参加され、世代を超えた人的交流が図れた。

（実施時期）　平成２５年１１月

（参加人数）　約１，４００人　

（成果）
　子どもからお年寄りまで多くの地区住民の参加により、地区住民の親睦、白石地域交流
センターで活動されている団体の紹介及び地域団体間の連携強化が図られた。
　また、多くの地区住民が運営スタッフとして参加し、住民主体のイベント運営、地域活動
参加のきっかけづくりとなった。小・中・大学生もスタッフと参加され、子どもや学生が地域
社会とふれあう機会となった。

（評価）
　生憎の雨天であったが、バルコニーを活用した出店を試みるなど、祭りを盛り上げるため
の創意工夫を実行委員会を中心に話し合いを重ねた結果、地域の連帯感が生まれた。
（今後に向けて）
　開催日時を西門前商店街のえびす祭りに合わせて開催（11/16）し、お互いの祭りの相
乗効果が出るように工夫して行きたい。

町内会親睦支援事業

白石フェステバル運営事業（プロジェクト事業）

３００，０００円

（実施内容）
　子どもからお年寄りまで多くの地区住民の参加による親睦イベントとして開催。

（参加人数）　４００人

（成果）　多数の地域住民の協力で盛大なイベントとなった。

（評価）　地域住民同士のコミニュケーションの場となった。

（今後に向けて）　山口線全線開通時に「阿東災害復興支援イベント」として計画中である。

白石地区町内親睦大運動会運営事業（プロジェクト事業）

３００，０００円

（実施内容）　　白石小学校グランド

（実施時期）　平成２５年５月　



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

（成果）　塩分控えめ食生活の改善意識の高揚が図れた。

（評価）　男性料理教室を３回開催するなど啓発活動を拡大した。

（今後に向けて）
　子どもや子育て世代のにも関心を持っていただけるような企画を検討する。

（今後に向けて）　計画の実現に向けて支援をする。

減塩推進事業

４７，３０６円

（実施内容）　減塩料理教室を開催し、減塩食レシピを広報誌へ掲載した。

（実施時期）　平成２５年５月～１１月、平成２６年１月、２月

（参加人数）　１３０人

（実施時期）　平成２５年４月、５月、平成２６年３月

（参加人数）　１１人

（成果）
　白石地区の町内会の現状と課題を明確にし、課題解決の方策を計画にまとめることが
できた。

（評価）　概ね具体的方策の提案ができた。

（実施時期）　平成２５年６月、７月

（参加人数）　５０人

（成果）　御神輿の担ぎ手が増加した。

（評価）　子どもの参加者が少なかった。

（今後に向けて）　子どもの参加促進を図るため子ども御神輿の導入等を検討する。

白石地区自治会活性化推進事業

（実施内容）
　祇園まつりの起源（歴史的背景等）について講師を招いて勉強会を開催した。
　また、御神輿の担ぎ手の募集を行い、参加者を対象にサラシの巻き方教室を開催した。

西京老人だいがく開催事業

３２，２５６円

（実施内容）　高齢者の健康増進、生きがいづくりに役立つ情報の提供する場づくりを実施

（実施時期）　平成２５年６月

（参加人数）　５０人

１５，８００円

（実施内容）　白石地区自治会活性化推進計画を策定し、町内会連合会へ提出した。

（成果）　健康診察等を実施し、健康に対する意識の高揚が図れた。

（評価）　高齢者の健康増進、生きがいづくりに役立った。　

（今後に向けて）　民生児童委員・福祉員等の協力を得て、参加者の増加を目指す。

ふるさとまつり参加促進事業

１６，０８９円



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安全・安心

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（成果）　目で視て確認できるようになった。

（評価）　同上

（今後に向けて）　適宜、汚破損状況の巡回確認を行い、点検・補修等実施する。

安全パトロール事業

３０，０００円

（実施内容）　白石小・中学校生の登下校時の安全見守り、あいさつ運動を行った。

（今後に向けて）　プレーができない高齢者でも応援などで参加できる企画を検討する。

危険防止看板設置事業

７，３５０円

（実施内容）　既設看板の補修等実施。

（実施時期）　平成２６年３月

（参加人数）　－

反射鏡設置等事業

４８，０００円

（実施内容）　交通安全のためアドバイスミラーを設置した。

（実施時期）　平成２６年３月

（参加人数）　２人

（成果）　アドバイスミラーを１ヵ所設置した。（下清水町内会）

（評価）　安全対策が講じられらた。　

（今後に向けて）　地域内の要望に適宜、対応する。　

１２３，０２０円

（実施内容）　グランドゴルフ大会を開催。

（実施時期）　平成２５年９月

（参加人数）　２０人

（成果）　参加者同士のコミュニケーションの場となった。

（評価）　初心者の参加もあり、運動に親しむきっかけづくりとなった。

（実施時期）　通年

（参加人数）　２６人（登録サポーター）、利用回数６２回　

（成果）　見守り訪問時、意向を確認し、要望があった場合に対応した。

（評価）　ニーズに対応することができた。

（今後に向けて）
　アンケートによるゴミ出しに関する困りごとを抽出し対応策を検討する。一方、広報誌等
により当該事業の周知を図り、利用の促進を目指す。

白石地区グランドゴルフ大会開催事業

ゴミ出しサポート運営事業

２６，４５０円

（実施内容）　ゴミ出しに困っている高齢者等を対象に　ゴミ出しサポートを実施した。



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費 ７８０，０００円

（実施内容）　法定外公共物等の整備。

（実施時期）　平成２５年１１月～平成２６年１月

（実施時期）　平成２５年９月

（参加人数）　７人（貸出人数）

（成果）　いきいきサロン活動等に活用できた。

（評価）　いきいきサロン等への参加促進が図れた。

（今後に向けて）　広報誌等で周知を図り、利用促進を目指す。　

土木工事（法定外公共物等整備事業）

（成果）　防災訓練組織編成方、訓練方について共有することができた。

（評価）　自主防災組織構成について協議を行う中で住民同士の連帯感が生まれた。　

（今後に向けて）
　今後はこれをモデルケースとして、他の町内会へ事例紹介を行い、拡大を図る。現在、
東白石町内会が自主防災組織の立ち上げに着手している。

車椅子・座椅子貸出事業

１７７，７８５円

（実施内容）　車椅子・座椅子を購入し、高齢者、障がい者等に貸出を行った。　

（今後に向けて）　配布時期を１月に行い、新年度入学児童説明会で配布できるようにする

自主防災モデル事業

２９，０００円

（実施内容）
　NPO法人から講師を招き、勉強会を開催するなど自主防災組織の醸成を支援した。

（実施時期）　平成２６年２月

（参加人数）　５０人

１８１，３３４円

（実施内容）　危険マップを作成し、児童および保護者等に配布した。

（実施時期）　平成２６年３月

（参加人数）　３０人

（成果）　校区内小学生の事件・事故の発生件数が皆無であった。

（評価）　同上　

（実施時期）　通年

（参加人数）　４０人

（成果）　登下校の安全確保ができた。

（評価）　学校、PTA、地域が連携することができた。　

（今後に向けて）
　登録ボランティアの方と、PTAや学校との情報交換会を行い連携関係を強化する。

危険マップ作成事業



事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　適宜、掲載データの定期更新を行う。

お宝写真展開催事業

１２９，５５０円

（実施内容）
　白石小PTAを中心に児童、保護者、地域住民を対象に写真教室・写真展を開催。

（実施時期）　平成２５年７月、１１月

（参加人数）　３０人　

１７０，０００円

（実施内容）　白石小児童から情報を収集し、環境マップを作成した。

（実施時期）　通年

（参加人数）　３０人

（成果）　前年度作成した環境マップのグレードアップが図れた。　　

（評価）　新たに動画等取り入れたWEB版を作成し、白石小HPへリンクした。

（実施時期）　平成２５年９月

（参加人数）　１０人

（成果）　通学路がきれいに整備された。

（評価）　山高生や地域住民に対する環境美化意識の高揚が図れた。

（今後に向けて）　継続事業として清掃場所を替えて実施する。

白石環境マップ作成事業

（成果）　活動を通じて、地域の環境美化とエコ推進活動の意識の高揚が図れた。　

（評価）　実施時期のずれ込みや地域清掃活動の拡充については課題が残った。

（今後に向けて）　水辺の教室の開催は夏休み期間中に開催し、参加者増を目指す。

社会奉仕の日・清掃作業

７，８４２円

（実施内容）　白石老人クラブが山口高校通りを中心に清掃活動を実施した。

（今後に向けて）　地域内の要望を把握し、適宜対応する。

環境美化＆エコ推進事業

１３５，０００円

（実施内容）
　白石小・中学校の児童およびPTAを対象にエコ推進教室を開催。町内会連合会、老人
会と連携して清掃活動を実施。幟旗を作成し、エコ推進意識の啓発と協力を求めた。

（実施時期）　平成２５年７月、８月、９月、１０月

（参加人数）　６０人

（参加人数）　２０人

（成果）　法定外公共物等の整備を３ヵ所行った。（荒高町内会、東白石町内会２件）

（評価）　同上



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載してください

（成果）

（評価）　明治維新１５０周年記念事業の調査・研究をするに留まった。

（今後に向けて）　平成２６年度は明治維新１５０周年記念事業として実施する。

（今後に向けて）　地域住民から要望等があれば再度検討する。

白石魅力アッププロデュース事業（プロジェクト事業）

０円

（実施内容）

（実施時期）

（参加人数）

０円

（実施内容）

（実施時期）

（参加人数）

（成果）

（評価）　喫緊の課題とは言えず、募集・作製費等、費用対効果等を鑑みて中止事業とした

（実施時期）

（参加人数）

（成果）

（評価）　主催団体における諸般の事情で取り止めとなった。

（今後に向けて）　主催団体等不在であり、計画は未定である。

地区イメージキャラクター創出事業

（成果）
　写真展の開催を白石フェステバル開催時に行い、地域住民への周知拡大が図れた。

（評価）　写真展における出展参加者や展示点数の増大が課題として残った。

（今後に向けて）　展示会の開催回数を増やすとともに、新たな展示会場を探す。

小学生の理科・科学教室開催事業

０円

（実施内容）


